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1. 研究の背景 
我々は，ユーザに携帯される事で，ユーザの日常
活動を理解する人形型エージェントの実現を目指
している．ユーザが扱うエージェントの筐体にぬ
いぐるみを採用する事で，機能や形状を含めて擬
人化したエージェントとなり，ユーザとのインタ
ラクションにおいて感性感覚情報を獲得し，ユー
ザの興味，感心，意図などを推定しようと考えて
いる．本稿では人形型エージェントを用いたアプ
リケーションの一つとして，映像と各種センサ信
号でユーザの体験を記録するデジタル日記システ
ム[1]について述べる． 
一日の終わりや旅行からの帰宅後に日記を記す
際，日記の内容に正確さが欠ける事や，記録とし
て残したかったイベントを忘れてしまう事がある．
本システムでは，ユーザと行動を共にしたエージ
ェントが情景を多種多様なセンサ信号を含め記録
する事で，ユーザの記憶の想起を支援する．また，
エージェントが取得するセンサ信号やムービーか
らユーザが意識していない背景状況も日記データ
から読み取る事が可能と考える． 
本稿ではエージェントの獲得するセンサ信号列
を利用し，ユーザのエージェントに対するインタ
ラクションや，周辺状況の変化点を元に，日記の
要素となりうるイベント部分の抽出方法を検討し，
試作した日記ブラウザを用いた結果から考察する． 
2. ぬいぐるみインタフェース 
本システムでは，ぬいぐるみインタフェースを用
いて各種センサ信号等の時系列データを記録し，
専用の日記ブラウザ上で閲覧，注釈付けをする．
身長約 30cmのぬいぐるみに，PC本体，HDD, CCD
カメラ（顔），マイク（耳），スピーカ，無線 LAN,GPS
受信機，バッテリ，3軸加速度センサ(人形の傾き)，
タッチセンサ（体の各部），曲げセンサ（手足），
接近センサ（顔，尻），温度センサ，そして A/Dコ
ンバータを内蔵させた[2]．目や耳に相当する機器

を人形の対応部位に割り当てる事で，耳に近づい
て話しかける，人形に見せたい景色の方向へ顔を
向けてあげる，といったユーザのインタラクショ
ンを想定している．また，ぬいぐるみの利点とし
て，子供やお年寄りでも親しみを持ってエージェ
ントと接する事が可能と考えられる（図１）． 
エージェントは，各センサ信号値と，画像や音声
データを HDDへ記録する，また同時に，次に挙げ
るエージェントの状況を，反応するセンサの組み
合わせによるヒューリスティックな方法で認識し
ている．1)座っている．静止状態．2)抱きかかえら
れる．3)話しかけられる．4)移動している．5)頭を
なでる，手を振るなどのユーザのインタラクショ
ン．である．ユーザの感情的な変化や，複雑な文
脈を考慮した状況を HMM（隠れマルコフモデル）
で学習させる事を検討している[3]が，学習に十分
な量の教示データを作成する事が困難である．そ
こで，次章で述べる注釈付けされた日記を元に教
示データを作成する事を考えている． 
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図図図図 1: 1: 1: 1: センサ人形の中身と，センサ人形で遊ぶ子供    

3. 日記ブラウザ 
記録されたデジタル日記は PCに転送し，日記ブ
ラウザで編集，検索，閲覧される（図 3）．編集作
業では，エージェントが認識した状況の変化点や，
インタラクションが推定された個所の周辺をムー
ビーとして提示し，ユーザはイベントに対する注
釈付け作業を行う．図 2 にムービー中の 1 コマを
例として示す．(a)は，歩行（加速度と触覚センサ
の周期的な入力）から静止に変移し，マイクで人
の声と推測される音を取得した個所が特徴点とさ
れる．また，室内であるため GPSによる位置情報
は取得できていないが，最後に測位した位置情報
からこの場所が研究所内であると判断できる．(b)
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は，歩行から静止し，姿勢の変化（傾きセンサ），
そして車のドアを閉めた大きな音（マイク）を検
知した個所が特徴点とされた．場所は研究所の駐
車場（GPS）．(d)は，自宅前（GPS）で歩行から静
止状態に変移した事が特徴点である．ユーザは，
センサ値に特徴的な変化のあった付近の映像を元
に注釈付けが可能となる． 

(a) talk with Mr.T (b)get into a car (c)walking (d)entering to room  
図図図図 2: 2: 2: 2: 特徴的なセンサの変化があった個所の例 
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図図図図 3:3:3:3: システム構成と，ブラウザ画面 

4. 考察 
エージェントが認識した状況の変化する個所や，
センサ信号が特徴的な変化を見せる点をユーザに
提示し注釈を付加させる事で，ユーザの行動（イ
ベント）を時間軸上に配置した日記データベース
が出来た．さらにユーザによる注釈付けされた信
号データが集まれば，各イベントの教示データを
作成し，エージェントの状況認識器の学習[3]に利
用する事が出来ると考える．エージェントの認識
可能なイベント数が増えれば少ない注釈付け作業
で，半自動的に日記が作成出来るだろう．さらに
生理センサを活用して感情を取得する手法を検討
し，感情表現を日記に活用する事が考えられる．
その際，ぬいぐるみの身体性や，親しみやすさ，
受動的な存在が効果的であると考える． 
日記データの GPSやカメラ，マイクなどの信号
を利用した特定のシーン検索も考えられる．例え
ば，帰宅後に車の鍵を掛けた事を確認する際には，
数分前に場所が駐車場で大きな音がした個所を検
索し，車のドアを閉めたシーンを振り返る事もで
きるだろう．これまで映像中のカット点などを検
出し，検索に必要なインデックス化を行う研究[4]
が紹介されている．石島らは脳波を利用し，意味

のある映像シーンを生成する手法を提案している
[5]．本システムは，自分とは別に，物事を共に体
験するエージェントを用い，エージェントの視点
で記憶されたデータからイベントのシーンを抽出
し，ユーザの記憶想起の支援や，自分だけでは気
付かなかった出来事の発見をねらっている． 
また，注釈やセンサ情報を解析し，漫画日記を生
成する事も考えられる．角ら[6]は，個人の経験や
興味を元にストーリが変化するコミックダイアリ
を提案している． 
5. おわりに 
人形型エージェントを用いて，ムービーや感覚セ
ンサなどの情報を含んだ日記システムを試作した．
日常の生活をデジタル日記とする事で備忘録とし
て重宝すると考える．今後，日記データを利用し
たエージェントの認識器の学習を実現しようと考
えている．また，ユーザが意識していなかった状
況の再発見や記憶の想起にとって，ユーザとエー
ジェントとのインタラクションの履歴や，ユーザ
とは別の視点で認識し，記憶された情報を用いる
利点についての検証を考えている． 
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